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１．研究計画の概要 

①法正林をはじめとする森林生態系の加齢

に関する研究 

②加齢に伴う樹木の養分利用の変化に関す

る研究 

③加齢に伴う森林生態系の物質循環機構の

変化に関する研究 

④PnET-CN モデルによる森林生態系の物質循

環の中長期予測 

２．研究の進捗状況 

近年中国をはじめとするアジア諸国の経済
発展に伴い、工業生産や集約的な農業経営に
より放出される活性窒素が増加している
（Galloway）。我が国は季節風などによりこ
れらアジア諸国からの放出物の影響を受け
る。活性窒素は植物をはじめとする生物の生
産性を左右する重要な必須元素であるが、一
方で生態系内の生物要求量を超えると生態
系外へ流出していくことが知られている。こ
の現象は”窒素飽和現象”（Aber et al. 1998

など）と呼ばれる。多くの温帯域の森林生態
系において窒素は植物の成長を制限する制
限因子であり、降下物中に含まれる活性窒素
は植物によって吸収、植物体を形成するのに
使われる。そのため、窒素は生態系内に保持
され渓流水には流出しない。これが森林生態
系の生態系サービスのひとつである水質浄
化機能と呼ばれるものの主体となっている。
下流域のすべての生態系は水質浄化機能が
高度に発揮された、安定した水質が供給され

る状態に依存して存在する。しかし、活性窒
素の降下量が増加し、生物要求量を上回った
場合余剰の窒素は渓流に流出し、下流域の生
態系が依存している河川水に降下物の影響
が現れるようになる。水質の変動は降下物に
依存して大きくなり、下流域の生態系の物質
循環や生物多様性も大きく変化することが
予想される。本研究では、窒素飽和の現状の
把握とその発生メカニズムについて明らか
にすることを目的とした。今年度は、系内で
の窒素の動態をより詳細に把握するため、安
定同位体希釈法を用い、窒素の動態変化をと
らえた。その結果、窒素の形態変化において、
アンモニア生成・硝酸生成のどちらをもうわ
まわった明らかな不動化が生じていること
が示された。不動化は系内で窒素を保持する
のに重要な役割を果たしている。すなわち、
系内にはいった窒素はいったん微生物によ
り不動化され、即座に動かなくなると推察さ
れる。その後非生物的な固定なども寄与して、
付加された窒素の系外への放出が抑えられ
るものと考えられた。 

３．現在までの達成度 

おおむね順調である 

４．今後の研究の推進方策 
得られた成果を統合していくことに重点を
おく 
５. 代表的な研究成果 
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